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総合的な学習の時間の目標について平成29年告示の学習指導要領の主な改訂のポイント

〇総合的・横断的な学習を通して、よりよく課題を解決し、
自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成する
ことを目指すことを明確化。

〇探究の過程（「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、
「まとめ・表現」）のうち、「整理・分析」、「まとめ・表現」に課題が
見られたことを踏まえ、言語により分析し、まとめたり表現し
たりする学習活動（ 「考えるための技法」の活用を含む。）等を
明確化。

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会
小・中学校 総合的な学習の時間部会 資料 による



総合的な学習の時間の目標について平成29年告示の学習指導要領の主な改訂のポイント

〇総合的・横断的な学習を通して、よりよく課題を解決し、
自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成する
ことを目指すことを明確化。

〇探究の過程（「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、
「まとめ・表現」）のうち、「整理・分析」、「まとめ・表現」に課題が
見られたことを踏まえ、言語により分析し、まとめたり表現し
たりする学習活動（ 「考えるための技法」の活用を含む。）等を
明確化。

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会
小・中学校 総合的な学習の時間部会 資料 による



探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

小学校学習指導要領 第５章 総合的な学習の時間 第１ 目標

(1)探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及
び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学
習のよさを理解するようにする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立
て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが
できるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互い
のよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態
度を養う。

総合的な学習の時間の目標について

中学校学習指導要領 第４章 総合的な学習の時間 第１ 目標



問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく
一連の学習活動であり、物事の本質を探って見極め
ようとする一連の知的営み。

探究的な学習

探究的な学習の指導のポイント

探究的な学習の指導のポイント

①学習過程を探究的にすること。

②他者と協働して主体的に取り組む学習活動にす

ること。



各学校で定める目標や内容は、以下の第２の３（１）・（４）・（６）を踏まえる。
⑴ 各学校において定める目標については、各学校における教育目標を踏まえ、
総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。

⑷ 各学校において定める内容については、目標を実現するにふさわしい探究
課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力を示すこと。

⑹ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については、次
の事項に配慮すること。

ア 知識及び技能については、他教科等及び総合的な学習の時間で習得する
知識及び技能が相互に関連付けられ、社会の中で生きて働くものとして形
成されるようにすること。

イ 思考力、判断力、表現力等については、課題の設定、情報の収集、整理・分析、
まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され、未知の状況におい
て活用できるものとして身に付けられるようにすること。

ウ 学びに向かう力、人間性等については、自分自身に関すること及び他者や
社会との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。

資質・能力と学習活動と関係は、以下の第３の１（２）・（４）を踏まえる

⑵ 全体計画及び年間指導計画の作成に当たっては、学校における全教育活動

との関連の下に、目標及び内容、学習活動、指導方法や指導体制、学習の

評価の計画などを示すこと。

⑷ 他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ、第１の目標並びに第２の

各学校において定める目標及び内容を踏まえた適切な学習活動を行うこと。

学習指導要領を踏まえた、総合的な学習の時間の全体計画について
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学習過程を探究的にすること

全体計画・年間指導計画を踏まえる

三つの視点から、中心となる活動を思い描く

教員の意図

教材の特性

探究的な学習として単元が展開するイメージを思い描く

単元構想の実現が可能かどうか検討する

単元計画としての学習指導案を書き表す

単元の実践

指
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を
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き
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児童生徒の関心
や疑問を生かす

意図した学習を
効果的に生み出す

児童生徒の興味・関心

教員の願い

教材の特性

・児童生徒のこれまでの学習や、興味・関心の
実態を把握する。

・どんな資質・能力を育てたいのか？
・授業のイメージを学年で共有する

・教材と出会う姿を思い描く
・教材がふさわしいかをウェビング等で確かめる

児童生徒の
興味・関心
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学習過程を探究的にすること

全体計画・年間指導計画を踏まえる

三つの視点から、中心となる活動を思い描く

児童生徒の
興味・関心 教師の意図
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体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ
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③整理・分析
収集した情報を、整理したり分析したりして思考する
④まとめ・表現
気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表
現する

指
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計
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の
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探究的な学習における児童・生徒の学習の姿

小単元1
小単元２

小単元３
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他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること

（１）多様な情報を活用して協働的に学ぶ

学級集団での協働的な学習を有効に機能させ、多様な情報を適切に活用する。

（２）異なる視点から考え協働的に学ぶ

物事の決断や判断を迫られるような話合いや意見交換で、互いの考えを深める。

（３）力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ

一人でできないことも集団で実現できることは多い。

児童生徒同士で解決できないことも地域の人や専門家などとの交流を通じて学ぶ。

（４）主体的かつ協働的に学ぶ

（１）から（３）で目的・内容・方法などを繰り返し問う。



他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること

（１）多様な情報を活用して協働的に学ぶ

学級集団での協働的な学習を有効に機能させ、多様な情報を適切に活用する。
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（３）力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ

一人でできないことも集団で実現できることは多い。

児童生徒同士で解決できないことも地域の人や専門家などとの交流を通じて学ぶ。

（４）主体的かつ協働的に学ぶ

（１）から（３）で目的・内容・方法などを繰り返し問う。
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総合的な学習の時間における「探究的な学習」の一層の充実に向けた指導の工夫

①学習過程を探究的にすること。

･･･中心となる活動・ 探究的な学習

②他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること。

･･･多様な情報、異なる視点、集団、地域の人、専門家

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

小学校学習指導要領 第５章 総合的な学習の時間 第１ 目標

中学校学習指導要領 第４章 総合的な学習の時間 第１ 目標



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html



今、求められる力を高める総合的な学習（探究）の時間の展開

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm



今、求められる力を高める総合的な学習（探究）の時間の展開

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm



令和４年度学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

〇児童質問紙調査では、前回調査で課題とされていた「整理・分析」 「まとめ・表

現」は、今回調査では、肯定的な回答がそれぞれ70％以上である。

〇「課題の解決に向けて、友達や地域の人と進んで関わっている」ことについて

肯定的な回答が70％を下回っており、他より低い傾向にある。

〇教師オンライン質問調査では全体的に肯定的な回答が80％以上であるが、

資質・能力の育成に向けた指導計画の位置付けや指導と評価の一体化に関する

質問では「そうしている」という回答が30％を下回っている。

〇4年生以上の児童においては、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の

学習過程について肯定的に回答している児童と多くの教科のペーパーテスト

の平均通過率等との相関が見られる。

〇総合的な学習の時間の全質問項目と共通質問における自己肯定感、協働、

粘り強く課題に取り組む態度に関わる質問との相関が見られる。

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 小・中学校総合的な学習の時間部会 資料 による



成果と課題を踏まえた改善の方向性

〇指導上の改善点

①よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく

ための資質・能力を育成するために指導と評価の一層

の充実を図る。

②課題の解決に向けて、他者と協働して主体的に学ぶ

ことや、地域と連携した学習活動を積極的に取り入れ

ることを促す。
令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会
小・中学校 総合的な学習の時間部会 資料 による


